
い
層
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

　
特
に
、
私
立
大
学
は
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
だ
。
２
０
２
２
年
度
時
点
で
入

学
定
員
が
充
足
し
て
い
る
の
は
11
エ
リ

ア
中
、
北
海
道
、
首
都
圏
、
東
海
、
近

畿
の
４
エ
リ
ア
の
み
【
図
表
３
】。
３

か
年
で
見
る
と
、
首
都
圏
以
外
は
充
足

率
が
低
下
傾
向
、
特
に
中
国
、
四
国
エ

リ
ア
は
厳
し
い
。

　
次
項
以
降
は
進
研
ア
ド
各
支
社
が
分

析
し
た
、
エ
リ
ア
ご
と
の
状
況
と
今
後

の
展
望
だ
。
都
道
府
県
ご
と
の
基
礎
数

値
を
ま
と
め
た
【
図
表
４
】
も
併
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。

　
２
０
２
２
年
度
の
私
立
大
学
の
入
学

定
員
充
足
率
は
１
０
０
％
を
超
え
た
も

の
の
、
こ
れ
は
一
部
の
大
学
の
入
学
者

数
が
定
員
を
大
き
く
上
回
っ
た
影
響
が

大
き
い
。
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
私
立
大
学
で
一
般
選
抜
の

志
願
者
数
が
前
年
度
比
２
〜
３
割
減
。

す
で
に
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
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18
歳
人
口
は
、【
図
表
１
】
で
基
準

と
し
て
い
る
２
０
２
２
年
度
時
点
で
１

１
２
・
１
万
人
。
２
０
３
４
年
度
は
１

０
０
・
６
万
人
に
な
る
見
込
み
だ
。
九

州
エ
リ
ア
を
除
く
と
、
少
な
く
と
も
今

後
12
年
間
は
２
０
２
２
年
度
の
人
口
を

上
回
る
こ
と
は
な
い
。

　【
図
表
２
】
は
、各
都
道
府
県
の
「
２

０
４
０
年
に
地
元
に
残
る
大
学
進
学
者

が
ど
れ
だ
け
減
る
か
」
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
た
め
の
散
布
図
だ
。
各
点
は
都
道
府

県
を
表
す
。
大
学
進
学
者
は
東
京
都
以

外
全
て
減
少
、
東
京
都
の
増
加
率
も
わ

ず
か
だ
。
残
留
率
が
低
く
流
出
者
が
多

い
Ⅱ
、Ⅲ
の
地
域
の
大
学
は
、
自
学
の

獲
得
戦
略
は
も
と
よ
り
、
地
域
内
で
連

携
し
、
地
元
で
進
学
す
る
魅
力
を
創
出

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
地
元
残
留

率
は
高
い
が
大
学
進
学
者
が
減
る
Ⅰ
、

Ⅳ
の
地
域
に
は
、
入
学
者
を
増
や
す
新

た
な
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
進
学

希
望
者
を
増
や
す
方
法
の
検
討
や
、
進

学
を
希
望
し
な
が
ら
諦
め
ざ
る
を
得
な

　
エ
リ
ア
の
特
徴
と
し
て
は
、
地
元
進

学
率
が
67
％
と
高
い
。
た
だ
し
、
エ
リ

ア
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
部
系
統
に

偏
り
が
あ
り
、
看
護
・
保
健
が
多
く
、

国
際
系
、
理
工
系
は
非
常
に
少
な
い
。

志
望
す
る
学
部
が
な
け
れ
ば
他
エ
リ
ア

に
進
学
す
る
し
か
な
い
環
境
だ
。

　
産
業
面
で
も
、
働
け
る
職
種
の
偏
り

が
、
女
子
の
大
学
進
学
率
の
低
さ
に
影

響
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
リ
ア
内
専
修

学
校
へ
の
進
学
者
も
女
子
が
多
い
。
し

た
が
っ
て
、
地
元
大
学
進
学
者
を
増
や

す
に
は
女
性
の
労
働
市
場
拡
大
が
必
要

だ
。
主
要
産
業
で
あ
る
観
光
は
コ
ロ
ナ

禍
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
た
め
、
今

後
、
産
業
構
造
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
よ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
需
要
拡
大
に
加
え
、

Ｄ
Ｘ
化
が
新
産
業
を
発
展
さ
せ
れ
ば
、

女
性
の
雇
用
環
境
の
変
化
も
期
待
で
き

る
。
大
学
も
新
た
な
学
問
分
野
に
進
出

し
、
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
後
押

し
を
し
た
い
。（
大
学
改
革
推
進
室
・

河
野
政
文
）

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
私
立
大
学
の
志
願
者
数
が
前
年
割

れ
し
、
２
割
以
上
減
少
し
た
大
学
も
複

数
あ
っ
た
。
隔
年
現
象
で
は
な
く
、
減

少
傾
向
に
あ
る
大
学
が
多
い
。一
方
で
、

大
学
進
学
率
が
30
％
台
と
低
か
っ
た
宮

城
県
以
外
の
各
県
も
含
め
、
進
学
率
上

昇
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
東
北
エ
リ
ア
で
は
、
国
に
よ
る
半
導

体
産
業
強
化
の
動
き
を
背
景
に
、
か
つ

て
主
要
産
業
だ
っ
た
半
導
体
に
再
び
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
日
本
版
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
機
運
が

発
生
し
、
企
業
、
自
治
体
、
国
立
大
学
、

高
専
等
に
よ
る
連
携
組
織
も
生
ま
れ

た
。ま
た
、各
県
は
産
業
界
の
人
材
ニ
ー

ズ
の
変
化
を
受
け
て
、
創
業
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
高
校
で
は
探
究
学
習

や
起
業
家
教
育
を
本
格
化
さ
せ
始
め

た
。
探
究
学
習
を
強
化
す
る
高
校
は
人

気
を
集
め
、
生
徒
募
集
が
Ｖ
字
回
復
し

た
私
立
高
校
も
あ
る
。

　
私
立
大
学
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
リ
ア

が
求
め
る
人
材
像
の
変
化
へ
の
対
応

が
、
国
公
立
大
学
や
高
校
に
比
べ
て
一

歩
遅
れ
て
い
る
印
象
だ
っ
た
が
、
２
０

２
３
年
度
、
東
北
学
院
大
学
が
大
規
模

な
学
部
改
組
を
実
施
。地
域
総
合
学
部
、

情
報
学
部
、
人
間
科
学
部
、
国
際
学
部

を
新
設
し
、
エ
リ
ア
が
求
め
る
人
材
の

育
成
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。

　
国
公
立
大
学
を
含
め
て
、
募
集
が
好

調
な
大
学
に
は
、
地
域
を
共
に
つ
く
ろ

う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
エ
リ
ア

内
か
ら
志
願
者
を
集
め
る
に
は
、
エ
リ

ア
の
変
化
に
合
わ
せ
た
教
育
内
容
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
よ
う
。（
東

北
支
社
長
・
高
橋
良
太
）

【図表1】エリア別18歳人口指数推移予測（2022年度を100とした場合）

【図表2】大学進学者増減率×地元残留率
※増減率は2017年と2040年（推計）の比較
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（入試年度）
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【図表3】私立大学 エリア別入学定員充足率（３か年）

＊中央教育審議会「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン
（答申） 参考資料集」（2018年）

＊日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」 
地域別の動向（大学・学部別）（2020～2022年）
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Ⅱ 減少かつ流出 Ⅰ 残留するが減少

人
口
減
の
影
響
は
、こ
の
先
、学
生
募
集
に
ど
の
よ
う
な
形
で
表
れ
る
の
か
。エ
リ
ア
ご
と
の
状
況
と
将
来
推
計
を
紹
介
す
る
。

全
体
の
概
況

北
海
道

東
北

極
的
だ
。特
に
北
関
東
や
甲
信
越
で
は
、

自
学
の
パ
ー
パ
ス
に
基
づ
き
、
地
域
の

高
校
・
企
業
・
自
治
体
に
と
っ
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
大
学
と
し
て
存
在
価

値
を
高
め
て
い
る
大
学
は
、
募
集
が
堅

調
だ
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
教
育
の
特
色
・

成
果
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
高
校
教
員
は

ど
の
生
徒
を
推
薦
す
べ
き
か
、
判
断
し

や
す
い
。
そ
の
結
果
、
大
学
が
求
め
る

学
生
が
集
ま
る
と
い
う
、
よ
い
サ
イ
ク

ル
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
学
生
募
集
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ま
ず
大
学
の
パ
ー
パ
ス
を
再

定
義
し
、
全
学
で
自
学
の
あ
り
方
を
確

認
し
た
い
。
既
存
の
枠
組
み
や
学
び
方

に
捉
わ
れ
ず
、他
大
学
、高
校
、自
治
体
、

企
業
と
の
連
携
な
ど
、
新
た
な
枠
組
み

に
よ
る
価
値
創
出
を
考
え
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
特
に
、
産
業
や
労
働
人
口
の
集

積
地
で
あ
る
首
都
圏
で
は
、
既
存
の
教

育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
た
社
会
人
の

リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
、
留
学
生
の
入
学

〜
教
育
〜
就
職
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
、
今
、
新
た
な

改
革
に
着
手
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
存

続
に
向
け
た
施
策
と
し
て
欠
か
せ
な

い
。（
東
京
支
社
長
・
押
田
浩
幸
）

　
各
県
と
も
エ
リ
ア
内
進
学
者
が
多
い
。

愛
知
県
は
自
県
と
岐
阜
県
か
ら
、
愛
知

　
今
後
の
大
学
進
学
者
数
の
減
少
は
、

東
京
都
を
除
い
て
不
可
避
で
あ
り
、
首

都
圏
外
か
ら
首
都
圏
へ
の
流
入
は
減

り
、
ま
た
北
関
東
・
甲
信
越
で
は
、
自

県
や
隣
接
県
か
ら
の
進
学
者
も
減
少
し

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
定
員
規

模
の
大
き
い
首
都
圏
の
一
部
の
大
学
を

除
い
て
志
願
者
が
減
少
し
、
入
学
定
員

充
足
に
苦
戦
し
た
大
学
も
少
な
く
な

い
。
北
関
東
、
甲
信
越
は
看
護
、
医
療

技
術
系
の
学
部
が
多
く
、
年
内
入
試
へ

の
シ
フ
ト
等
も
影
響
し
て
か
、
共
に
エ

リ
ア
全
体
と
し
て
   ＊1
　
15
％
ほ
ど
の
志

願
者
減
と
な
っ
た
。
も
は
や
、
学
力
重

視
型
の
一
般
選
抜
だ
け
で
入
学
者
を
確

保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
募
集
の
好
調

の
定
義
も
、「
志
願
者
が
多
く
集
ま
る
」

こ
と
か
ら
「
年
内
入
試
も
含
め
た
多
様

な
入
試
制
度
で
自
学
が
欲
し
い
学
生
が

集
ま
る
」
こ
と
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
募
集
が
好
調
な
大
学
に
は
共
通
点
が

あ
る
。
ま
ず
、「
ど
の
よ
う
な
受
験
生

を
求
め
、
ど
ん
な
力
を
ど
こ
ま
で
育
成

す
る
の
か
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
一

貫
性
が
あ
る
点
。
そ
し
て
、
教
育
の
特

色
や
成
果
が
明
確
で
、
入
試
環
境
の
変

化
や
高
校
の
変
化
に
合
わ
せ
、
学
生
募

集
や
教
育
の
目
的
・
目
標
を
柔
軟
に
設

定
し
て
い
る
点
。
新
設
・
改
組
に
も
積

以
外
の
３
県
は
自
県
と
愛
知
県
か
ら
の

進
学
者
が
７
割
以
上
を
占
め
る
。
多
く

の
大
学
は
、
他
エ
リ
ア
か
ら
の
志
願
者

獲
得
は
難
し
い
と
考
え
、
募
集
エ
リ
ア

を
広
げ
る
動
き
は
見
せ
て
い
な
い
。
そ

の
分
、
国
公
立
大
学
も
含
め
て
、
他
エ

リ
ア
へ
の
流
出
防
止
に
神
経
を
と
が
ら

せ
、
募
集
力
強
化
の
た
め
の
学
部
改
組

が
活
発
だ
。
南
山
大
学
、
名
城
大
学
、

名
古
屋
市
立
大
学
な
ど
で
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
系
の
学
部
学
科
設
置
が
続
く
。

　
２
０
２
３
年
度
入
試
は
、
私
立
大
学

の
一
般
選
抜
志
願
者
数
が
エ
リ
ア
全
体

で
   ＊1
　２
万
３
千
人
減
少
。
多
く
の
大
学

が
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。志
願
者
獲
得
に

つ
な
が
る
独
自
性
の
あ
る
学
部
学
科
が

検
討
さ
れ
て
い
く
中
、４
年
制
大
学
の

併
設
短
大
の
動
き
も
注
目
さ
れ
る
。
至

学
館
大
学
は
２
０
２
２
年
度
、
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
受
験
資
格
を

得
ら
れ
る
短
期
大
学
部
体
育
学
科
を
４

年
制
の
体
育
科
学
科
に
改
組
。
特
色
を

生
か
し
て
募
集
力
強
化
を
図
っ
た
例
だ
。

　
愛
知
県
は
、
リ
ニ
ア
、
航
空
、
自
動

車
の
各
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

推
進
に
あ
た
り
、
各
産
業
の
環
境
負
荷

を
軽
減
す
る
技
術
や
、
そ
れ
を
実
現
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
企
業
の
期
待

を
広
報
資
源
に
還
元
で
き
る
大
学
に
注

目
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。（
中
部
支
社
企

画
営
業
部
長
・
金
子
令
）

　
エ
リ
ア
全
体
と
し
て
大
学
進
学
率
が

高
い
。
特
に
京
都
府
は
約
70
％
で
、
東

京
都
に
次
ぐ
。
エ
リ
ア
内
で
の
流
出
入

を
見
る
と
、
滋
賀
県
、
福
井
県
か
ら
京

都
府
に
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山

県
か
ら
大
阪
府
に
流
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、
北
陸
は
関
西
圏
の
大
規
模

私
大
へ
の
流
出
が
苛
烈
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
大

規
模
私
大
が
好
調
な
一
方
で
、
一
部
の

私
大
は
苦
戦
し
、
明
暗
が
分
か
れ
た
。

　
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
他
エ
リ
ア
や
海

外
の
優
秀
な
学
生
に
も
、
魅
力
あ
る
地

域
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
動
き
が
事

欠
か
な
い
。
奈
良
女
子
大
学
に
お
け
る

女
子
大
初
の
工
学
部
新
設
は
話
題
に

な
っ
た
が
、
理
工
系
を
含
む
新
設
・
改

組
が
、
２
０
２
４
年
度
は
20
以
上
予
定

さ
れ
て
い
る
。
万
博
の
行
わ
れ
る
２
０

２
５
年
度
以
降
に
大
き
な
周
年
を
迎
え

る
大
学
も
多
く
、
改
組
や
都
市
部
へ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
が
次
々
と
続
く
。

　
北
陸
３
県
は
、
２
０
２
３
年
度
入
試

の
私
立
大
学
一
般
選
抜
で
は
、
前
年
割

れ
す
る
大
学
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
志

願
者
数
が
２
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る

大
学
も
多
い
。
現
在
と
同
様
の
募
集
構

造
で
は
、
い
ず
れ
定
員
を
充
足
し
な
く

な
る
大
学
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
大

学
間
の
連
携
や
統
合
、
企
業
や
自
治
体

徒
・
学
生
が
多
い
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。

探
究
学
習
に
力
を
入
れ
る
高
校
が
増
え

て
い
る
が
、
進
学
校
で
あ
っ
て
も
指
導

に
苦
労
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
大
学
が
高
校
や
企
業
と
の
ハ
ブ
に

な
っ
て
地
域
課
題
解
決
型
の
授
業
を
支

援
し
、
地
元
就
職
希
望
者
の
後
押
し
が

で
き
れ
ば
、
結
果
的
に
自
学
の
募
集
に

も
好
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

　
エ
リ
ア
内
の
大
学
設
置
者
を
見
る

と
、
市
場
の
大
き
さ
に
比
し
て
公
立
大

学
が
多
い
。
広
島
県
は
２
０
２
１
年
に

２
校
目
と
な
る
県
立
大
学
を
設
置
。
山

口
県
に
は
公
立
大
学
が
４
校
も
あ
る
。

入
学
者
の
学
力
差
が
大
き
く
な
り
、
教

育
に
苦
労
す
る
大
学
も
あ
る
よ
う
だ
。

将
来
的
に
は
再
編
が
あ
る
と
見
て
い

る
。（
中
・
四
国
支
社
長
・
横
山
宏
治
）

　
大
学
等
進
学
率
が
低
い
エ
リ
ア
の
た

め
、
進
学
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
が
必

要
だ
。
沖
縄
県
は
２
０
２
０
年
時
点
で

40
・
８
％
と
現
役
進
学
率
の
低
さ
が
め

だ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
２
年
間
で

３
・
８
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
。
県
教
委
は
、

県
内
進
学
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
他
県
に
も

進
学
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
エ
リ
ア
内
で
は
、
福
岡
市
が
突
出
し

て
活
気
が
あ
る
。
   ＊3
　政
令
指
定
都
市
の

中
で
人
口
の
増
加
数
・
増
加
率
が
ト
ッ

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
留
学
生
と

日
本
人
学
生
の
協
働
学
習
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
取
り
組
み
に
踏

み
出
し
た
い
。

　
高
大
連
携
も
有
効
な
一
手
と
な
り
得

る
。
近
畿
の
高
校
は
民
間
人
校
長
の
登

用
、
商
業
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
強
化

な
ど
、
先
進
的
な
改
革
が
進
み
、
上
級

学
校
に
も
改
革
の
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。
高
大
で
連
携
し
て
若
い
世
代
を
育

て
る
と
い
う
観
点
で
教
育
・
施
設
等
の

リ
ソ
ー
ス
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
絶
え
ず

変
化
し
て
い
く
機
関
に
注
目
が
集
ま
る

だ
ろ
う
。（
大
阪
支
社
長・岩
井
有
香
里
）

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
国
公
立

大
学
と
一
部
の
私
立
理
工
系
大
学
・
学

部
を
除
き
、
志
願
者
数
が
減
少
し
た
大

学
が
多
い
。
エ
リ
ア
全
体
で
人
口
転
出

超
過
の
傾
向
に
あ
り
、
   ＊2
　広
島
県
は
２

年
連
続
で
全
国
最
多
、
岡
山
県
も
全
国

６
位
と
な
っ
て
い
る
。
広
島
市
や
香
川

県
高
松
市
は
支
店
経
済
都
市
だ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
き
っ
か
け
と
な
り
、

多
く
の
企
業
が
支
店
を
引
き
上
げ
た
結

果
、
本
社
勤
務
と
な
っ
た
社
員
が
家
族

ご
と
転
居
。
学
力
上
位
の
高
校
生
が
流

出
し
、
ト
ッ
プ
高
校
で
も
優
秀
な
生
徒

の
獲
得
に
苦
戦
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
地
元
就
職
を
希
望
す
る
生

プ
（
２
０
１
５
〜
２
０
２
０
年
）。
若

年
層
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
内
私
立

大
学
も
学
生
募
集
が
安
定
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
３
月
に
地
下
鉄
七
隈
線
が

延
伸
し
、
博
多
駅
に
直
結
し
た
た
め
、

今
後
、
路
線
沿
い
の
大
学
は
受
験
生
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
福
岡
県
以
外
の
県
に
は
、
地
元
国
公

立
大
学
不
合
格
者
の
受
け
皿
に
な
る
私

立
大
学
が
少
な
く
、
福
岡
県
へ
の
流
出

が
め
だ
っ
て
い
る
。
特
に
佐
賀
県
は
大

学
収
容
力
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、
受
験

生
の
多
く
が
福
岡
県
の
大
学
に
進
学
。

流
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
佐
賀
県
立

大
学
を
設
置
す
る
動
き
が
あ
る
。

　
福
岡
県
、
沖
縄
県
以
外
の
私
立
大
学

が
将
来
的
に
受
験
生
を
呼
び
込
む
に

は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
〝
と
が
っ

た
〞
教
育
が
必
要
だ
ろ
う
。
公
立
高
校

な
が
ら
韓
国
語
を
本
格
的
に
学
べ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
備
え
、
全
国
か
ら
入
学

者
を
集
め
て
い
る
長
崎
県
立
対
馬
高
校

の
取
り
組
み
な
ど
が
、
一
つ
の
参
考
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。（
九
州
支
社
長
・

横
山
宏
治
）

　【
図
表
４
】
を
見
る
と
、
全
国
で
最

も
大
学
進
学
率
が
高
く
、
他
県
か
ら
の

流
入
者
が
多
い
東
京
都
で
も
、
入
学
定

員
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
２
０
４
０
年

の
充
足
率
推
計
は
92
％
に
と
ど
ま
る
。

県
に
よ
っ
て
は
定
員
の
約
３
分
の
１
が

埋
ま
ら
な
い
状
況
も
予
測
さ
れ
て
い

る
。
国
公
立
大
学
か
ら
定
員
が
埋
ま
っ

て
い
く
と
す
る
と
、
私
立
大
学
の
充
足

状
況
は
よ
り
厳
し
く
な
る
は
ず
だ
。

　
従
来
の
学
生
募
集
で
は
、「
い
ず
れ

か
の
大
学
に
進
学
す
る
高
校
生
が
一
定

数
い
る
」
と
い
う
前
提
の
下
、
そ
の
中

で
自
学
志
望
者
を
１
人
で
も
増
や
そ
う

と
、
入
試
広
報
の
部
署
が
高
校
や
高
校

生
に
進
学
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。

　
人
口
減
時
代
の
学
生
募
集
は
、
大
学

進
学
者
を
増
や
す
こ
と
か
ら
考
え
始
め

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
学
生
や
卒
業

生
が
魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
未
来
を
提
示
し
、
大
学
に
進
学
す

る
価
値
を
高
校
生
や
保
護
者
、
社
会
に

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
大

学
に
は
、
自
治
体
や
企
業
と
協
力
し
な

が
ら
、
地
域
産
業
の
転
換
・
高
度
化
に

必
要
な
人
材
を
、
全
学
を
挙
げ
て
育
成

す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
単
な
る
広

報
戦
略
で
は
な
く
、
地
域
の
未
来
を
創

造
す
る
活
動
に
高
校
生
を
巻
き
込
ん
で

い
く
戦
略
が
不
可
欠
だ
【
図
表
５
】。

　
自
治
体
と
共
に
新
規
産
業
を
創
出

し
、
活
性
化
を
図
る
大
学
、
自
治
体
や

地
元
企
業
と
連
携
し
て
課
題
解
決
に
あ

た
る
大
学
も
現
れ
始
め
て
い
る
。
地
域

に
お
け
る
大
学
の
存
在
意
義
を
高
め
、

国
内
外
か
ら
学
生
が
集
ま
る
構
造
を
つ

く
り
た
い
。

【図表4】 都道府県別基礎データ［2021年実績値＋2040年推計値（2021年基準）］
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い
層
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

　
特
に
、
私
立
大
学
は
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
だ
。
２
０
２
２
年
度
時
点
で
入

学
定
員
が
充
足
し
て
い
る
の
は
11
エ
リ

ア
中
、
北
海
道
、
首
都
圏
、
東
海
、
近

畿
の
４
エ
リ
ア
の
み
【
図
表
３
】。
３

か
年
で
見
る
と
、
首
都
圏
以
外
は
充
足

率
が
低
下
傾
向
、
特
に
中
国
、
四
国
エ

リ
ア
は
厳
し
い
。

　
次
項
以
降
は
進
研
ア
ド
各
支
社
が
分

析
し
た
、
エ
リ
ア
ご
と
の
状
況
と
今
後

の
展
望
だ
。
都
道
府
県
ご
と
の
基
礎
数

値
を
ま
と
め
た
【
図
表
４
】
も
併
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。

　
２
０
２
２
年
度
の
私
立
大
学
の
入
学

定
員
充
足
率
は
１
０
０
％
を
超
え
た
も

の
の
、
こ
れ
は
一
部
の
大
学
の
入
学
者

数
が
定
員
を
大
き
く
上
回
っ
た
影
響
が

大
き
い
。
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
私
立
大
学
で
一
般
選
抜
の

志
願
者
数
が
前
年
度
比
２
〜
３
割
減
。

す
で
に
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

特集  みんなで挑む！人口減

　
18
歳
人
口
は
、【
図
表
１
】
で
基
準

と
し
て
い
る
２
０
２
２
年
度
時
点
で
１

１
２
・
１
万
人
。
２
０
３
４
年
度
は
１

０
０
・
６
万
人
に
な
る
見
込
み
だ
。
九

州
エ
リ
ア
を
除
く
と
、
少
な
く
と
も
今

後
12
年
間
は
２
０
２
２
年
度
の
人
口
を

上
回
る
こ
と
は
な
い
。

　【
図
表
２
】
は
、各
都
道
府
県
の
「
２

０
４
０
年
に
地
元
に
残
る
大
学
進
学
者

が
ど
れ
だ
け
減
る
か
」
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
た
め
の
散
布
図
だ
。
各
点
は
都
道
府

県
を
表
す
。
大
学
進
学
者
は
東
京
都
以

外
全
て
減
少
、
東
京
都
の
増
加
率
も
わ

ず
か
だ
。
残
留
率
が
低
く
流
出
者
が
多

い
Ⅱ
、Ⅲ
の
地
域
の
大
学
は
、
自
学
の

獲
得
戦
略
は
も
と
よ
り
、
地
域
内
で
連

携
し
、
地
元
で
進
学
す
る
魅
力
を
創
出

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
地
元
残
留

率
は
高
い
が
大
学
進
学
者
が
減
る
Ⅰ
、

Ⅳ
の
地
域
に
は
、
入
学
者
を
増
や
す
新

た
な
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
進
学

希
望
者
を
増
や
す
方
法
の
検
討
や
、
進

学
を
希
望
し
な
が
ら
諦
め
ざ
る
を
得
な

　
エ
リ
ア
の
特
徴
と
し
て
は
、
地
元
進

学
率
が
67
％
と
高
い
。
た
だ
し
、
エ
リ

ア
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
部
系
統
に

偏
り
が
あ
り
、
看
護
・
保
健
が
多
く
、

国
際
系
、
理
工
系
は
非
常
に
少
な
い
。

志
望
す
る
学
部
が
な
け
れ
ば
他
エ
リ
ア

に
進
学
す
る
し
か
な
い
環
境
だ
。

　
産
業
面
で
も
、
働
け
る
職
種
の
偏
り

が
、
女
子
の
大
学
進
学
率
の
低
さ
に
影

響
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
リ
ア
内
専
修

学
校
へ
の
進
学
者
も
女
子
が
多
い
。
し

た
が
っ
て
、
地
元
大
学
進
学
者
を
増
や

す
に
は
女
性
の
労
働
市
場
拡
大
が
必
要

だ
。
主
要
産
業
で
あ
る
観
光
は
コ
ロ
ナ

禍
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
た
め
、
今

後
、
産
業
構
造
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
よ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
需
要
拡
大
に
加
え
、

Ｄ
Ｘ
化
が
新
産
業
を
発
展
さ
せ
れ
ば
、

女
性
の
雇
用
環
境
の
変
化
も
期
待
で
き

る
。
大
学
も
新
た
な
学
問
分
野
に
進
出

し
、
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
後
押

し
を
し
た
い
。（
大
学
改
革
推
進
室
・

河
野
政
文
）

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
私
立
大
学
の
志
願
者
数
が
前
年
割

れ
し
、
２
割
以
上
減
少
し
た
大
学
も
複

数
あ
っ
た
。
隔
年
現
象
で
は
な
く
、
減

少
傾
向
に
あ
る
大
学
が
多
い
。一
方
で
、

大
学
進
学
率
が
30
％
台
と
低
か
っ
た
宮

城
県
以
外
の
各
県
も
含
め
、
進
学
率
上

昇
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
東
北
エ
リ
ア
で
は
、
国
に
よ
る
半
導

体
産
業
強
化
の
動
き
を
背
景
に
、
か
つ

て
主
要
産
業
だ
っ
た
半
導
体
に
再
び
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
日
本
版
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
機
運
が

発
生
し
、
企
業
、
自
治
体
、
国
立
大
学
、

高
専
等
に
よ
る
連
携
組
織
も
生
ま
れ

た
。ま
た
、各
県
は
産
業
界
の
人
材
ニ
ー

ズ
の
変
化
を
受
け
て
、
創
業
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
高
校
で
は
探
究
学
習

や
起
業
家
教
育
を
本
格
化
さ
せ
始
め

た
。
探
究
学
習
を
強
化
す
る
高
校
は
人

気
を
集
め
、
生
徒
募
集
が
Ｖ
字
回
復
し

た
私
立
高
校
も
あ
る
。

　
私
立
大
学
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
リ
ア

が
求
め
る
人
材
像
の
変
化
へ
の
対
応

が
、
国
公
立
大
学
や
高
校
に
比
べ
て
一

歩
遅
れ
て
い
る
印
象
だ
っ
た
が
、
２
０

２
３
年
度
、
東
北
学
院
大
学
が
大
規
模

な
学
部
改
組
を
実
施
。地
域
総
合
学
部
、

情
報
学
部
、
人
間
科
学
部
、
国
際
学
部

を
新
設
し
、
エ
リ
ア
が
求
め
る
人
材
の

育
成
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。

　
国
公
立
大
学
を
含
め
て
、
募
集
が
好

調
な
大
学
に
は
、
地
域
を
共
に
つ
く
ろ

う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
エ
リ
ア

内
か
ら
志
願
者
を
集
め
る
に
は
、
エ
リ

ア
の
変
化
に
合
わ
せ
た
教
育
内
容
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
よ
う
。（
東

北
支
社
長
・
高
橋
良
太
）
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極
的
だ
。特
に
北
関
東
や
甲
信
越
で
は
、

自
学
の
パ
ー
パ
ス
に
基
づ
き
、
地
域
の

高
校
・
企
業
・
自
治
体
に
と
っ
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
大
学
と
し
て
存
在
価

値
を
高
め
て
い
る
大
学
は
、
募
集
が
堅

調
だ
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
教
育
の
特
色
・

成
果
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
高
校
教
員
は

ど
の
生
徒
を
推
薦
す
べ
き
か
、
判
断
し

や
す
い
。
そ
の
結
果
、
大
学
が
求
め
る

学
生
が
集
ま
る
と
い
う
、
よ
い
サ
イ
ク

ル
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
学
生
募
集
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ま
ず
大
学
の
パ
ー
パ
ス
を
再

定
義
し
、
全
学
で
自
学
の
あ
り
方
を
確

認
し
た
い
。
既
存
の
枠
組
み
や
学
び
方

に
捉
わ
れ
ず
、他
大
学
、高
校
、自
治
体
、

企
業
と
の
連
携
な
ど
、
新
た
な
枠
組
み

に
よ
る
価
値
創
出
を
考
え
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
特
に
、
産
業
や
労
働
人
口
の
集

積
地
で
あ
る
首
都
圏
で
は
、
既
存
の
教

育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
た
社
会
人
の

リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
、
留
学
生
の
入
学

〜
教
育
〜
就
職
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
、
今
、
新
た
な

改
革
に
着
手
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
存

続
に
向
け
た
施
策
と
し
て
欠
か
せ
な

い
。（
東
京
支
社
長
・
押
田
浩
幸
）

　
各
県
と
も
エ
リ
ア
内
進
学
者
が
多
い
。

愛
知
県
は
自
県
と
岐
阜
県
か
ら
、
愛
知

　
今
後
の
大
学
進
学
者
数
の
減
少
は
、

東
京
都
を
除
い
て
不
可
避
で
あ
り
、
首

都
圏
外
か
ら
首
都
圏
へ
の
流
入
は
減

り
、
ま
た
北
関
東
・
甲
信
越
で
は
、
自

県
や
隣
接
県
か
ら
の
進
学
者
も
減
少
し

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
定
員
規

模
の
大
き
い
首
都
圏
の
一
部
の
大
学
を

除
い
て
志
願
者
が
減
少
し
、
入
学
定
員

充
足
に
苦
戦
し
た
大
学
も
少
な
く
な

い
。
北
関
東
、
甲
信
越
は
看
護
、
医
療

技
術
系
の
学
部
が
多
く
、
年
内
入
試
へ

の
シ
フ
ト
等
も
影
響
し
て
か
、
共
に
エ

リ
ア
全
体
と
し
て
   ＊1
　15
％
ほ
ど
の
志
願

者
減
と
な
っ
た
。
も
は
や
、
学
力
重
視

型
の
一
般
選
抜
だ
け
で
入
学
者
を
確
保

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
募
集
の
好
調
の

定
義
も
、「
志
願
者
が
多
く
集
ま
る
」

こ
と
か
ら
「
年
内
入
試
も
含
め
た
多
様

な
入
試
制
度
で
自
学
が
欲
し
い
学
生
が

集
ま
る
」
こ
と
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
募
集
が
好
調
な
大
学
に
は
共
通
点
が

あ
る
。
ま
ず
、「
ど
の
よ
う
な
受
験
生

を
求
め
、
ど
ん
な
力
を
ど
こ
ま
で
育
成

す
る
の
か
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
一

貫
性
が
あ
る
点
。
そ
し
て
、
教
育
の
特

色
や
成
果
が
明
確
で
、
入
試
環
境
の
変

化
や
高
校
の
変
化
に
合
わ
せ
、
学
生
募

集
や
教
育
の
目
的
・
目
標
を
柔
軟
に
設

定
し
て
い
る
点
。
新
設
・
改
組
に
も
積

以
外
の
３
県
は
自
県
と
愛
知
県
か
ら
の

進
学
者
が
７
割
以
上
を
占
め
る
。
多
く

の
大
学
は
、
他
エ
リ
ア
か
ら
の
志
願
者

獲
得
は
難
し
い
と
考
え
、
募
集
エ
リ
ア

を
広
げ
る
動
き
は
見
せ
て
い
な
い
。
そ

の
分
、
国
公
立
大
学
も
含
め
て
、
他
エ

リ
ア
へ
の
流
出
防
止
に
神
経
を
と
が
ら

せ
、
募
集
力
強
化
の
た
め
の
学
部
改
組

が
活
発
だ
。
南
山
大
学
、
名
城
大
学
、

名
古
屋
市
立
大
学
な
ど
で
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
系
の
学
部
学
科
設
置
が
続
く
。

　
２
０
２
３
年
度
入
試
は
、
私
立
大
学

の
一
般
選
抜
志
願
者
数
が
エ
リ
ア
全
体

で
   ＊1
　２
万
３
千
人
減
少
。
多
く
の
大
学

が
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。志
願
者
獲
得
に

つ
な
が
る
独
自
性
の
あ
る
学
部
学
科
が

検
討
さ
れ
て
い
く
中
、４
年
制
大
学
の

併
設
短
大
の
動
き
も
注
目
さ
れ
る
。
至

学
館
大
学
は
２
０
２
２
年
度
、
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
受
験
資
格
を

得
ら
れ
る
短
期
大
学
部
体
育
学
科
を
４

年
制
の
体
育
科
学
科
に
改
組
。
特
色
を

生
か
し
て
募
集
力
強
化
を
図
っ
た
例
だ
。

　
愛
知
県
は
、
リ
ニ
ア
、
航
空
、
自
動

車
の
各
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

推
進
に
あ
た
り
、
各
産
業
の
環
境
負
荷

を
軽
減
す
る
技
術
や
、
そ
れ
を
実
現
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
企
業
の
期
待

を
広
報
資
源
に
還
元
で
き
る
大
学
に
注

目
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。（
中
部
支
社
企

画
営
業
部
長
・
金
子
令
）

　
エ
リ
ア
全
体
と
し
て
大
学
進
学
率
が

高
い
。
特
に
京
都
府
は
約
70
％
で
、
東

京
都
に
次
ぐ
。
エ
リ
ア
内
で
の
流
出
入

を
見
る
と
、
滋
賀
県
、
福
井
県
か
ら
京

都
府
に
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山

県
か
ら
大
阪
府
に
流
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、
北
陸
は
関
西
圏
の
大
規
模

私
大
へ
の
流
出
が
苛
烈
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
大

規
模
私
大
が
好
調
な
一
方
で
、
一
部
の

私
大
は
苦
戦
し
、
明
暗
が
分
か
れ
た
。

　
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
他
エ
リ
ア
や
海

外
の
優
秀
な
学
生
に
も
、
魅
力
あ
る
地

域
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
動
き
が
事

欠
か
な
い
。
奈
良
女
子
大
学
に
お
け
る

女
子
大
初
の
工
学
部
新
設
は
話
題
に

な
っ
た
が
、
理
工
系
を
含
む
新
設
・
改

組
が
、
２
０
２
４
年
度
は
20
以
上
予
定

さ
れ
て
い
る
。
万
博
の
行
わ
れ
る
２
０

２
５
年
度
以
降
に
大
き
な
周
年
を
迎
え

る
大
学
も
多
く
、
改
組
や
都
市
部
へ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
が
次
々
と
続
く
。

　
北
陸
３
県
は
、
２
０
２
３
年
度
入
試

の
私
立
大
学
一
般
選
抜
で
は
、
前
年
割

れ
す
る
大
学
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
志

願
者
数
が
２
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る

大
学
も
多
い
。
現
在
と
同
様
の
募
集
構

造
で
は
、
い
ず
れ
定
員
を
充
足
し
な
く

な
る
大
学
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
大

学
間
の
連
携
や
統
合
、
企
業
や
自
治
体

中
部

近
畿
・
北
陸

徒
・
学
生
が
多
い
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。

探
究
学
習
に
力
を
入
れ
る
高
校
が
増
え

て
い
る
が
、
進
学
校
で
あ
っ
て
も
指
導

に
苦
労
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
大
学
が
高
校
や
企
業
と
の
ハ
ブ
に

な
っ
て
地
域
課
題
解
決
型
の
授
業
を
支

援
し
、
地
元
就
職
希
望
者
の
後
押
し
が

で
き
れ
ば
、
結
果
的
に
自
学
の
募
集
に

も
好
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

　
エ
リ
ア
内
の
大
学
設
置
者
を
見
る

と
、
市
場
の
大
き
さ
に
比
し
て
公
立
大

学
が
多
い
。
広
島
県
は
２
０
２
１
年
に

２
校
目
と
な
る
県
立
大
学
を
設
置
。
山

口
県
に
は
公
立
大
学
が
４
校
も
あ
る
。

入
学
者
の
学
力
差
が
大
き
く
な
り
、
教

育
に
苦
労
す
る
大
学
も
あ
る
よ
う
だ
。

将
来
的
に
は
再
編
が
あ
る
と
見
て
い

る
。（
中
・
四
国
支
社
長
・
横
山
宏
治
）

　
大
学
等
進
学
率
が
低
い
エ
リ
ア
の
た

め
、
進
学
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
が
必

要
だ
。
沖
縄
県
は
２
０
２
０
年
時
点
で

40
・
８
％
と
現
役
進
学
率
の
低
さ
が
め

だ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
２
年
間
で

３
・
８
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
。
県
教
委
は
、

県
内
進
学
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
他
県
に
も

進
学
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
エ
リ
ア
内
で
は
、
福
岡
市
が
突
出
し

て
活
気
が
あ
る
。
   ＊3
　政
令
指
定
都
市
の

中
で
人
口
の
増
加
数
・
増
加
率
が
ト
ッ

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
留
学
生
と

日
本
人
学
生
の
協
働
学
習
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
取
り
組
み
に
踏

み
出
し
た
い
。

　
高
大
連
携
も
有
効
な
一
手
と
な
り
得

る
。
近
畿
の
高
校
は
民
間
人
校
長
の
登

用
、
商
業
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
強
化

な
ど
、
先
進
的
な
改
革
が
進
み
、
上
級

学
校
に
も
改
革
の
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。
高
大
で
連
携
し
て
若
い
世
代
を
育

て
る
と
い
う
観
点
で
教
育
・
施
設
等
の

リ
ソ
ー
ス
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
絶
え
ず

変
化
し
て
い
く
機
関
に
注
目
が
集
ま
る

だ
ろ
う
。（
大
阪
支
社
長・岩
井
有
香
里
）

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
国
公
立

大
学
と
一
部
の
私
立
理
工
系
大
学
・
学

部
を
除
き
、
志
願
者
数
が
減
少
し
た
大

学
が
多
い
。
エ
リ
ア
全
体
で
人
口
転
出

超
過
の
傾
向
に
あ
り
、
   ＊2
　広
島
県
は
２

年
連
続
で
全
国
最
多
、
岡
山
県
も
全
国

６
位
と
な
っ
て
い
る
。
広
島
市
や
香
川

県
高
松
市
は
支
店
経
済
都
市
だ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
き
っ
か
け
と
な
り
、

多
く
の
企
業
が
支
店
を
引
き
上
げ
た
結

果
、
本
社
勤
務
と
な
っ
た
社
員
が
家
族

ご
と
転
居
。
学
力
上
位
の
高
校
生
が
流

出
し
、
ト
ッ
プ
高
校
で
も
優
秀
な
生
徒

の
獲
得
に
苦
戦
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
地
元
就
職
を
希
望
す
る
生

プ
（
２
０
１
５
〜
２
０
２
０
年
）。
若

年
層
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
内
私
立

大
学
も
学
生
募
集
が
安
定
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
３
月
に
地
下
鉄
七
隈
線
が

延
伸
し
、
博
多
駅
に
直
結
し
た
た
め
、

今
後
、
路
線
沿
い
の
大
学
は
受
験
生
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
福
岡
県
以
外
の
県
に
は
、
地
元
国
公

立
大
学
不
合
格
者
の
受
け
皿
に
な
る
私

立
大
学
が
少
な
く
、
福
岡
県
へ
の
流
出

が
め
だ
っ
て
い
る
。
特
に
佐
賀
県
は
大

学
収
容
力
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、
受
験

生
の
多
く
が
福
岡
県
の
大
学
に
進
学
。

流
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
佐
賀
県
立

大
学
を
設
置
す
る
動
き
が
あ
る
。

　
福
岡
県
、
沖
縄
県
以
外
の
私
立
大
学

が
将
来
的
に
受
験
生
を
呼
び
込
む
に

は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
〝
と
が
っ

た
〞
教
育
が
必
要
だ
ろ
う
。
公
立
高
校

な
が
ら
韓
国
語
を
本
格
的
に
学
べ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
備
え
、
全
国
か
ら
入
学

者
を
集
め
て
い
る
長
崎
県
立
対
馬
高
校

の
取
り
組
み
な
ど
が
、
一
つ
の
参
考
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。（
九
州
支
社
長
・

横
山
宏
治
）

　【
図
表
４
】
を
見
る
と
、
全
国
で
最

も
大
学
進
学
率
が
高
く
、
他
県
か
ら
の

流
入
者
が
多
い
東
京
都
で
も
、
入
学
定

員
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
２
０
４
０
年

の
充
足
率
推
計
は
92
％
に
と
ど
ま
る
。

県
に
よ
っ
て
は
定
員
の
約
３
分
の
１
が

埋
ま
ら
な
い
状
況
も
予
測
さ
れ
て
い

る
。
国
公
立
大
学
か
ら
定
員
が
埋
ま
っ

て
い
く
と
す
る
と
、
私
立
大
学
の
充
足

状
況
は
よ
り
厳
し
く
な
る
は
ず
だ
。

　
従
来
の
学
生
募
集
で
は
、「
い
ず
れ

か
の
大
学
に
進
学
す
る
高
校
生
が
一
定

数
い
る
」
と
い
う
前
提
の
下
、
そ
の
中

で
自
学
志
望
者
を
１
人
で
も
増
や
そ
う

と
、
入
試
広
報
の
部
署
が
高
校
や
高
校

生
に
進
学
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。

　
人
口
減
時
代
の
学
生
募
集
は
、
大
学

進
学
者
を
増
や
す
こ
と
か
ら
考
え
始
め

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
学
生
や
卒
業

生
が
魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
未
来
を
提
示
し
、
大
学
に
進
学
す

る
価
値
を
高
校
生
や
保
護
者
、
社
会
に

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
大

学
に
は
、
自
治
体
や
企
業
と
協
力
し
な

が
ら
、
地
域
産
業
の
転
換
・
高
度
化
に

必
要
な
人
材
を
、
全
学
を
挙
げ
て
育
成

す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
単
な
る
広

報
戦
略
で
は
な
く
、
地
域
の
未
来
を
創

造
す
る
活
動
に
高
校
生
を
巻
き
込
ん
で

い
く
戦
略
が
不
可
欠
だ
【
図
表
５
】。

　
自
治
体
と
共
に
新
規
産
業
を
創
出

し
、
活
性
化
を
図
る
大
学
、
自
治
体
や

地
元
企
業
と
連
携
し
て
課
題
解
決
に
あ

た
る
大
学
も
現
れ
始
め
て
い
る
。
地
域

に
お
け
る
大
学
の
存
在
意
義
を
高
め
、

国
内
外
か
ら
学
生
が
集
ま
る
構
造
を
つ

く
り
た
い
。

18歳人口
高校等卒業者数
大学進学者数
大学進学率

短大進学率
専門学校進学率（現役）
大学数

 
入学定員

大学入学者数
県外から流入
県内から流出
流出入差（流入－流出）
自県進学率
18歳人口推計
大学進学者数推計
大学進学率推計
大学入学者数推計

入学定員充足率推計

東京都
104,150
101,997
78,180
75.1%

1.9%
11.8%

146

153,377

153,519
100,599
25,261
75,339
67.7%

102,821
82,811
80.5%

124,890

81.4%
84.2%
82.5%
81.2%

8,180
1,295

115,415

9,716
1,570

142,091

6.7%
1.0%

67.3%

12
2

132

神奈川県
78,433
67,477
44,498
56.7%

2.9%
14.7%

32

44,893

45,619
28,384
27,263
1,121
38.7%

57,768
35,649
61.7%

37,112

82.7%
83.1%
84.5%
82.6%

1,381
955

34,776

1,662
1,130

42,101

3.7%
1.2%

51.8%

2
2

28

山梨県
7,768
7,874
5,018
64.6%

5.4%
17.9%

7

4,169

4,245
3,012
3,785
-773

24.6%
5,006
3,669
73.3%
3,453

82.8%
83.9%
88.3%
80.1%

692
875

1,887

825
990

2,354

9.5%
5.7%

49.4%

1
2
4

長野県
20,242
18,424
9,269
45.8%

6.9%
19.5%

11

4,020

4,163
2,276
7,382

-5,106
20.4%

12,557
6,738
53.7%
3,387

84.2%
83.2%
85.3%
85.2%

1,646
819
922

1,978
960

1,082

8.5%
4.1%

33.2%

1
4
6

新潟県
19,807
18,071
8,698
43.9%

3.8%
24.6%

22

6,699

6,592
3,132
5,238

-2,106
39.8%

12,502
6,084
48.7%
5,363

80.1%
84.0%
87.8%
75.5%

2,072
672

2,619

2,467
765

3,467

9.6%
4.0%

30.4%

3
4

15

岐阜県
20,034
17,986
9,760
48.7%

5.4%
12.4%

13

4,940

4,825
2,679
7,614

-4,935
22.0%

12,172
6,854
56.3%
3,925

79.5%
83.0%
89.5%
77.6%

1,029
179

2,717

1,240
200

3,500

9.1%
3.2%

36.4%

1
3
9

静岡県
34,622
31,948
16,879
48.8%

3.5%
15.7%

14

8,090

7,970
3,165

12,074
-8,909
28.5%

21,904
10,888
49.7%
6,484

80.1%
82.1%
91.4%
77.2%

1,762
855

3,867

2,145
935

5,010

8.4%
3.9%

36.4%

2
4
8

愛知県
71,537
63,402
38,573
53.9%

3.1%
12.1%

52

41,964

42,461
14,960
11,072
3,888
71.3%

54,496
31,686
58.1%

34,543

82.3%
83.7%
84.4%
82.1%

3,329
1,489

29,725

3,976
1,764

36,224

9.6%
3.0%

41.3%

4
3

45

三重県
17,458
15,401
7,864
45.0%

4.9%
12.8%

7

3,190

3,303
1,554
6,115

-4,561
22.2%

11,241
5,508
49.0%
2,687

84.2%
82.9%
83.0%
85.3%

1,086
83

1,518

1,310
100

1,780

8.7%
2.5%

33.8%

1
1
5

2
0
2
1
年

2
0
4
0
年

2
0
2
1
年

2
0
4
0
年

18歳人口
高校等卒業者数
大学進学者数
大学進学率

短大進学率
専門学校進学率（現役）
大学数

 
入学定員

大学入学者数
県外から流入
県内から流出
流出入差（流入－流出）
自県進学率
18歳人口推計
大学進学者数推計
大学進学率推計
大学入学者数推計

入学定員充足率推計
国
公
私

国
公
私

国
公
私

国
公
私

兵庫県
51,482
45,157
29,769
57.8%

3.6%
12.1%

36

27,777

27,050
13,866
16,585
-2,719
44.3%

35,927
23,042
64.1%

22,006

79.2%
83.7%
81.1%
78.5%

2,251
1,543

18,211

2,690
1,902

23,185

8.9%
4.2%

44.8%

2
4

30

奈良県
12,973
11,585
7,877
60.7%

4.2%
11.2%

11

4,858

4,777
3,648
6,748

-3,100
14.3%
8,025
5,548
69.1%
3,886

80.0%
85.8%
81.4%
78.7%

626
283

2,977

730
348

3,780

10.5%
3.9%

46.3%

3
2
6

和歌山県
8,809
8,163
4,366
49.6%

4.0%
16.6%

5

2,035

2,038
1,261
3,589

-2,328
17.8%
5,623
3,279
58.3%
1,658

81.5%
85.8%
81.6%
76.9%

764
229
665

890
280
865

9.5%
3.9%

36.2%

1
1
3

富山県
9,656
8,898
4,561
47.2%

6.4%
15.8%

5

2,575

2,588
1,640
3,613

-1,973
20.8%
6,165
3,355
54.4%
2,105

81.8%
84.2%
78.9%
72.4%

1,490
390
225

1,770
495
310

13.5%
5.6%

28.2%

1
1
3

石川県
10,574
10,073
5,607
53.0%

5.7%
13.5%

14

6,502

6,492
3,813
2,928

885
47.8%
7,369
4,423
60.0%
5,281

81.2%
83.1%
85.5%
79.8%

1,435
504

3,342

1,726
590

4,186

13.7%
5.2%

34.1%

2
4
8

福井県
7,584
7,246
4,104
54.1%

4.8%
13.9%

6

2,300

2,362
1,083
2,825

-1,742
31.2%
5,142
3,121
60.7%
1,922

83.5%
85.2%
87.7%
80.3%

728
395
799

855
450
995

14.6%
6.3%

33.3%

1
2
3

鳥取県
5,195
4,820
2,177
41.9%

7.2%
18.0%

3

1,519

1,554
1,223
1,846
-623

15.2%
3,616
1,754
48.5%
1,264

83.2%
82.9%
85.4%
79.3%

944
256
63

1,139
300
80

14.2%
5.1%

22.6%

1
1
1

島根県
6,233
6,014
2,748
44.1%

5.0%
20.1%

2

1,617

1,682
1,203
2,269

-1,066
17.4%
4,373
2,040
46.7%
1,368

84.6%
84.8%
84.2%

－    

981
387

0

1,157
460

0

12.5%
7.0%

24.6%

1
1
0

岡山県
18,190
17,342
9,328
51.3%

4.0%
17.3%

18

9,905

9,068
5,111
5,371
-260

42.4%
13,161
7,694
58.5%
7,377

74.5%
83.6%
85.3%
70.8%

1,836
469

5,071

2,195
550

7,160

12.7%
4.2%

34.4%

1
2

15

広島県
26,108
22,985
14,387
55.1%

2.9%
10.7%

21

13,399

13,328
5,662
6,721

-1,059
53.3%

18,831
10,398
55.2%

10,843

80.9%
83.8%
86.9%
79.2%

1,958
1,364
7,520

2,336
1,570
9,493

11.4%
5.2%

38.5%

1
5

15

山口県
12,219
10,855
4,706
38.5%

4.5%
14.2%

10

4,211

4,306
3,090
3,490
-400

25.8%
7,908
3,046
38.5%
3,503

83.2%
83.4%
83.5%
82.6%

1,599
905
999

1,917
1,084
1,210

10.0%
4.9%

23.6%

1
3
6

徳島県
6,581
6,054
3,246
49.3%

4.0%
14.9%

4

2,893

2,638
1,455
2,063
-608

36.4%
4,327
2,298
53.1%
2,146

74.2%
83.3%

－    
65.7%

1,157
0

989

1,388
0

1,505

16.0%
3.4%

29.9%

2
0
2

国
公
私

国
公
私

国
公
私

国
公
私

国
公
私

国
公
私

（国公私別）

（国公私別）

（国公私別）

（国公私別）※

（国公私別）※

（国公私別）

（国公私別）

（国公私別）

（国公私別）※

（国公私別）※
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滋賀県
14,328
12,836
7,185
50.1%

4.7%
15.3%

9

7,548

7,661
6,052
5,576

476
22.4%

10,577
6,243
59.0%
6,232

82.6%
82.4%
84.7%
82.4%

779
508

4,945

945
600

6,003

6.7%
3.3%

40.1%

2
1
6

京都府
23,145
22,526
15,965
69.0%

4.1%
13.1%

34

35,123

35,049
26,717
7,633

19,084
52.2%

16,391
12,389
75.6%

28,513

81.2%
83.9%
84.2%
80.8%

3,108
880

24,525

3,706
1,046

30,371

8.6%
4.2%

56.1%

3
4

27

大阪府
79,549
71,803
47,469
59.7%

4.6%
13.7%

56

54,721

56,375
28,439
19,533
8,906
58.9%

57,966
40,022
69.0%

45,862

83.8%
83.8%
83.6%
83.8%

3,480
2,394

39,988

4,155
2,863

47,703

5.9%
3.0%

50.7%

2
2

52



い
層
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

　
特
に
、
私
立
大
学
は
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
だ
。
２
０
２
２
年
度
時
点
で
入

学
定
員
が
充
足
し
て
い
る
の
は
11
エ
リ

ア
中
、
北
海
道
、
首
都
圏
、
東
海
、
近

畿
の
４
エ
リ
ア
の
み
【
図
表
３
】。
３

か
年
で
見
る
と
、
首
都
圏
以
外
は
充
足

率
が
低
下
傾
向
、
特
に
中
国
、
四
国
エ

リ
ア
は
厳
し
い
。

　
次
項
以
降
は
進
研
ア
ド
各
支
社
が
分

析
し
た
、
エ
リ
ア
ご
と
の
状
況
と
今
後

の
展
望
だ
。
都
道
府
県
ご
と
の
基
礎
数

値
を
ま
と
め
た
【
図
表
４
】
も
併
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。

　
２
０
２
２
年
度
の
私
立
大
学
の
入
学

定
員
充
足
率
は
１
０
０
％
を
超
え
た
も

の
の
、
こ
れ
は
一
部
の
大
学
の
入
学
者

数
が
定
員
を
大
き
く
上
回
っ
た
影
響
が

大
き
い
。
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
私
立
大
学
で
一
般
選
抜
の

志
願
者
数
が
前
年
度
比
２
〜
３
割
減
。

す
で
に
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

特集  みんなで挑む！人口減

　
18
歳
人
口
は
、【
図
表
１
】
で
基
準

と
し
て
い
る
２
０
２
２
年
度
時
点
で
１

１
２
・
１
万
人
。
２
０
３
４
年
度
は
１

０
０
・
６
万
人
に
な
る
見
込
み
だ
。
九

州
エ
リ
ア
を
除
く
と
、
少
な
く
と
も
今

後
12
年
間
は
２
０
２
２
年
度
の
人
口
を

上
回
る
こ
と
は
な
い
。

　【
図
表
２
】
は
、各
都
道
府
県
の
「
２

０
４
０
年
に
地
元
に
残
る
大
学
進
学
者

が
ど
れ
だ
け
減
る
か
」
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
た
め
の
散
布
図
だ
。
各
点
は
都
道
府

県
を
表
す
。
大
学
進
学
者
は
東
京
都
以

外
全
て
減
少
、
東
京
都
の
増
加
率
も
わ

ず
か
だ
。
残
留
率
が
低
く
流
出
者
が
多

い
Ⅱ
、Ⅲ
の
地
域
の
大
学
は
、
自
学
の

獲
得
戦
略
は
も
と
よ
り
、
地
域
内
で
連

携
し
、
地
元
で
進
学
す
る
魅
力
を
創
出

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
地
元
残
留

率
は
高
い
が
大
学
進
学
者
が
減
る
Ⅰ
、

Ⅳ
の
地
域
に
は
、
入
学
者
を
増
や
す
新

た
な
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
進
学

希
望
者
を
増
や
す
方
法
の
検
討
や
、
進

学
を
希
望
し
な
が
ら
諦
め
ざ
る
を
得
な

　
エ
リ
ア
の
特
徴
と
し
て
は
、
地
元
進

学
率
が
67
％
と
高
い
。
た
だ
し
、
エ
リ

ア
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
部
系
統
に

偏
り
が
あ
り
、
看
護
・
保
健
が
多
く
、

国
際
系
、
理
工
系
は
非
常
に
少
な
い
。

志
望
す
る
学
部
が
な
け
れ
ば
他
エ
リ
ア

に
進
学
す
る
し
か
な
い
環
境
だ
。

　
産
業
面
で
も
、
働
け
る
職
種
の
偏
り

が
、
女
子
の
大
学
進
学
率
の
低
さ
に
影

響
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
リ
ア
内
専
修

学
校
へ
の
進
学
者
も
女
子
が
多
い
。
し

た
が
っ
て
、
地
元
大
学
進
学
者
を
増
や

す
に
は
女
性
の
労
働
市
場
拡
大
が
必
要

だ
。
主
要
産
業
で
あ
る
観
光
は
コ
ロ
ナ

禍
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
た
め
、
今

後
、
産
業
構
造
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
に
よ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
需
要
拡
大
に
加
え
、

Ｄ
Ｘ
化
が
新
産
業
を
発
展
さ
せ
れ
ば
、

女
性
の
雇
用
環
境
の
変
化
も
期
待
で
き

る
。
大
学
も
新
た
な
学
問
分
野
に
進
出

し
、
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
後
押

し
を
し
た
い
。（
大
学
改
革
推
進
室
・

河
野
政
文
）

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
私
立
大
学
の
志
願
者
数
が
前
年
割

れ
し
、
２
割
以
上
減
少
し
た
大
学
も
複

数
あ
っ
た
。
隔
年
現
象
で
は
な
く
、
減

少
傾
向
に
あ
る
大
学
が
多
い
。一
方
で
、

大
学
進
学
率
が
30
％
台
と
低
か
っ
た
宮

城
県
以
外
の
各
県
も
含
め
、
進
学
率
上

昇
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
東
北
エ
リ
ア
で
は
、
国
に
よ
る
半
導

体
産
業
強
化
の
動
き
を
背
景
に
、
か
つ

て
主
要
産
業
だ
っ
た
半
導
体
に
再
び
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
日
本
版
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
機
運
が

発
生
し
、
企
業
、
自
治
体
、
国
立
大
学
、

高
専
等
に
よ
る
連
携
組
織
も
生
ま
れ

た
。ま
た
、各
県
は
産
業
界
の
人
材
ニ
ー

ズ
の
変
化
を
受
け
て
、
創
業
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
高
校
で
は
探
究
学
習

や
起
業
家
教
育
を
本
格
化
さ
せ
始
め

た
。
探
究
学
習
を
強
化
す
る
高
校
は
人

気
を
集
め
、
生
徒
募
集
が
Ｖ
字
回
復
し

た
私
立
高
校
も
あ
る
。

　
私
立
大
学
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
リ
ア

が
求
め
る
人
材
像
の
変
化
へ
の
対
応

が
、
国
公
立
大
学
や
高
校
に
比
べ
て
一

歩
遅
れ
て
い
る
印
象
だ
っ
た
が
、
２
０

２
３
年
度
、
東
北
学
院
大
学
が
大
規
模

な
学
部
改
組
を
実
施
。地
域
総
合
学
部
、

情
報
学
部
、
人
間
科
学
部
、
国
際
学
部

を
新
設
し
、
エ
リ
ア
が
求
め
る
人
材
の

育
成
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。

　
国
公
立
大
学
を
含
め
て
、
募
集
が
好

調
な
大
学
に
は
、
地
域
を
共
に
つ
く
ろ

う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
エ
リ
ア

内
か
ら
志
願
者
を
集
め
る
に
は
、
エ
リ

ア
の
変
化
に
合
わ
せ
た
教
育
内
容
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
よ
う
。（
東

北
支
社
長
・
高
橋
良
太
）

目標設定

データ収集・分析

募集活動

組織体制

予算配分

地域における役割を明確にしたうえで数年後の到達点を定め、連続的な単年度の指標数値を算出

目標達成に必要なデータを精選し、月次・イベント時など分析計画に沿って状況を確認

接触者一人ひとりの行動（生活・学習）変化、心理変化を可視化し、志望度を高める施策を重視

入試広報の部署だけではなく、入口～出口が一気通貫できる全学的な委員会やプロジェクトを組織

前年踏襲ではなく、各施策の重視度に合った組み立て

社会のニーズに合った人材育成
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志望者数増加をめざす発信強化

ポイント❶

ポイント❷

ポイント❸

ポイント❹

ポイント❺

自治体

企業

全ての
関連部局

入試広報
高校・高校生

大学

大学

情報発信

接触
（来校、資料請求等）

進路指導

入試広報

高校 高校生

社会での活躍意欲が高い志望者育成

極
的
だ
。特
に
北
関
東
や
甲
信
越
で
は
、

自
学
の
パ
ー
パ
ス
に
基
づ
き
、
地
域
の

高
校
・
企
業
・
自
治
体
に
と
っ
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
大
学
と
し
て
存
在
価

値
を
高
め
て
い
る
大
学
は
、
募
集
が
堅

調
だ
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
教
育
の
特
色
・

成
果
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
高
校
教
員
は

ど
の
生
徒
を
推
薦
す
べ
き
か
、
判
断
し

や
す
い
。
そ
の
結
果
、
大
学
が
求
め
る

学
生
が
集
ま
る
と
い
う
、
よ
い
サ
イ
ク

ル
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
学
生
募
集
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ま
ず
大
学
の
パ
ー
パ
ス
を
再

定
義
し
、
全
学
で
自
学
の
あ
り
方
を
確

認
し
た
い
。
既
存
の
枠
組
み
や
学
び
方

に
捉
わ
れ
ず
、他
大
学
、高
校
、自
治
体
、

企
業
と
の
連
携
な
ど
、
新
た
な
枠
組
み

に
よ
る
価
値
創
出
を
考
え
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
特
に
、
産
業
や
労
働
人
口
の
集

積
地
で
あ
る
首
都
圏
で
は
、
既
存
の
教

育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
た
社
会
人
の

リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
、
留
学
生
の
入
学

〜
教
育
〜
就
職
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
、
今
、
新
た
な

改
革
に
着
手
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
存

続
に
向
け
た
施
策
と
し
て
欠
か
せ
な

い
。（
東
京
支
社
長
・
押
田
浩
幸
）

　
各
県
と
も
エ
リ
ア
内
進
学
者
が
多
い
。

愛
知
県
は
自
県
と
岐
阜
県
か
ら
、
愛
知

　
今
後
の
大
学
進
学
者
数
の
減
少
は
、

東
京
都
を
除
い
て
不
可
避
で
あ
り
、
首

都
圏
外
か
ら
首
都
圏
へ
の
流
入
は
減

り
、
ま
た
北
関
東
・
甲
信
越
で
は
、
自

県
や
隣
接
県
か
ら
の
進
学
者
も
減
少
し

て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
定
員
規

模
の
大
き
い
首
都
圏
の
一
部
の
大
学
を

除
い
て
志
願
者
が
減
少
し
、
入
学
定
員

充
足
に
苦
戦
し
た
大
学
も
少
な
く
な

い
。
北
関
東
、
甲
信
越
は
看
護
、
医
療

技
術
系
の
学
部
が
多
く
、
年
内
入
試
へ

の
シ
フ
ト
等
も
影
響
し
て
か
、
共
に
エ

リ
ア
全
体
と
し
て
   ＊1
　
15
％
ほ
ど
の
志

願
者
減
と
な
っ
た
。
も
は
や
、
学
力
重

視
型
の
一
般
選
抜
だ
け
で
入
学
者
を
確

保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
募
集
の
好
調

の
定
義
も
、「
志
願
者
が
多
く
集
ま
る
」

こ
と
か
ら
「
年
内
入
試
も
含
め
た
多
様

な
入
試
制
度
で
自
学
が
欲
し
い
学
生
が

集
ま
る
」
こ
と
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　
募
集
が
好
調
な
大
学
に
は
共
通
点
が

あ
る
。
ま
ず
、「
ど
の
よ
う
な
受
験
生

を
求
め
、
ど
ん
な
力
を
ど
こ
ま
で
育
成

す
る
の
か
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
一

貫
性
が
あ
る
点
。
そ
し
て
、
教
育
の
特

色
や
成
果
が
明
確
で
、
入
試
環
境
の
変

化
や
高
校
の
変
化
に
合
わ
せ
、
学
生
募

集
や
教
育
の
目
的
・
目
標
を
柔
軟
に
設

定
し
て
い
る
点
。
新
設
・
改
組
に
も
積

以
外
の
３
県
は
自
県
と
愛
知
県
か
ら
の

進
学
者
が
７
割
以
上
を
占
め
る
。
多
く

の
大
学
は
、
他
エ
リ
ア
か
ら
の
志
願
者

獲
得
は
難
し
い
と
考
え
、
募
集
エ
リ
ア

を
広
げ
る
動
き
は
見
せ
て
い
な
い
。
そ

の
分
、
国
公
立
大
学
も
含
め
て
、
他
エ

リ
ア
へ
の
流
出
防
止
に
神
経
を
と
が
ら

せ
、
募
集
力
強
化
の
た
め
の
学
部
改
組

が
活
発
だ
。
南
山
大
学
、
名
城
大
学
、

名
古
屋
市
立
大
学
な
ど
で
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
系
の
学
部
学
科
設
置
が
続
く
。

　
２
０
２
３
年
度
入
試
は
、
私
立
大
学

の
一
般
選
抜
志
願
者
数
が
エ
リ
ア
全
体

で
   ＊1
　２
万
３
千
人
減
少
。
多
く
の
大
学

が
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。志
願
者
獲
得
に

つ
な
が
る
独
自
性
の
あ
る
学
部
学
科
が

検
討
さ
れ
て
い
く
中
、４
年
制
大
学
の

併
設
短
大
の
動
き
も
注
目
さ
れ
る
。
至

学
館
大
学
は
２
０
２
２
年
度
、
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
受
験
資
格
を

得
ら
れ
る
短
期
大
学
部
体
育
学
科
を
４

年
制
の
体
育
科
学
科
に
改
組
。
特
色
を

生
か
し
て
募
集
力
強
化
を
図
っ
た
例
だ
。

　
愛
知
県
は
、
リ
ニ
ア
、
航
空
、
自
動

車
の
各
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

推
進
に
あ
た
り
、
各
産
業
の
環
境
負
荷

を
軽
減
す
る
技
術
や
、
そ
れ
を
実
現
す

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
企
業
の
期
待

を
広
報
資
源
に
還
元
で
き
る
大
学
に
注

目
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。（
中
部
支
社
企

画
営
業
部
長
・
金
子
令
）

　
エ
リ
ア
全
体
と
し
て
大
学
進
学
率
が

高
い
。
特
に
京
都
府
は
約
70
％
で
、
東

京
都
に
次
ぐ
。
エ
リ
ア
内
で
の
流
出
入

を
見
る
と
、
滋
賀
県
、
福
井
県
か
ら
京

都
府
に
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山

県
か
ら
大
阪
府
に
流
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、
北
陸
は
関
西
圏
の
大
規
模

私
大
へ
の
流
出
が
苛
烈
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
大

規
模
私
大
が
好
調
な
一
方
で
、
一
部
の

私
大
は
苦
戦
し
、
明
暗
が
分
か
れ
た
。

　
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
他
エ
リ
ア
や
海

外
の
優
秀
な
学
生
に
も
、
魅
力
あ
る
地

域
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の
動
き
が
事

欠
か
な
い
。
奈
良
女
子
大
学
に
お
け
る

女
子
大
初
の
工
学
部
新
設
は
話
題
に

な
っ
た
が
、
理
工
系
を
含
む
新
設
・
改

組
が
、
２
０
２
４
年
度
は
20
以
上
予
定

さ
れ
て
い
る
。
万
博
の
行
わ
れ
る
２
０

２
５
年
度
以
降
に
大
き
な
周
年
を
迎
え

る
大
学
も
多
く
、
改
組
や
都
市
部
へ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
が
次
々
と
続
く
。

　
北
陸
３
県
は
、
２
０
２
３
年
度
入
試

の
私
立
大
学
一
般
選
抜
で
は
、
前
年
割

れ
す
る
大
学
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
志

願
者
数
が
２
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る

大
学
も
多
い
。
現
在
と
同
様
の
募
集
構

造
で
は
、
い
ず
れ
定
員
を
充
足
し
な
く

な
る
大
学
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
大

学
間
の
連
携
や
統
合
、
企
業
や
自
治
体

徒
・
学
生
が
多
い
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。

探
究
学
習
に
力
を
入
れ
る
高
校
が
増
え

て
い
る
が
、
進
学
校
で
あ
っ
て
も
指
導

に
苦
労
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
大
学
が
高
校
や
企
業
と
の
ハ
ブ
に

な
っ
て
地
域
課
題
解
決
型
の
授
業
を
支

援
し
、
地
元
就
職
希
望
者
の
後
押
し
が

で
き
れ
ば
、
結
果
的
に
自
学
の
募
集
に

も
好
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

　
エ
リ
ア
内
の
大
学
設
置
者
を
見
る

と
、
市
場
の
大
き
さ
に
比
し
て
公
立
大

学
が
多
い
。
広
島
県
は
２
０
２
１
年
に

２
校
目
と
な
る
県
立
大
学
を
設
置
。
山

口
県
に
は
公
立
大
学
が
４
校
も
あ
る
。

入
学
者
の
学
力
差
が
大
き
く
な
り
、
教

育
に
苦
労
す
る
大
学
も
あ
る
よ
う
だ
。

将
来
的
に
は
再
編
が
あ
る
と
見
て
い

る
。（
中
・
四
国
支
社
長
・
横
山
宏
治
）

　
大
学
等
進
学
率
が
低
い
エ
リ
ア
の
た

め
、
進
学
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
が
必

要
だ
。
沖
縄
県
は
２
０
２
０
年
時
点
で

40
・
８
％
と
現
役
進
学
率
の
低
さ
が
め

だ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
２
年
間
で

３
・
８
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
。
県
教
委
は
、

県
内
進
学
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
他
県
に
も

進
学
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
エ
リ
ア
内
で
は
、
福
岡
市
が
突
出
し

て
活
気
が
あ
る
。
   ＊3
　政
令
指
定
都
市
の

中
で
人
口
の
増
加
数
・
増
加
率
が
ト
ッ

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、
留
学
生
と

日
本
人
学
生
の
協
働
学
習
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
取
り
組
み
に
踏

み
出
し
た
い
。

　
高
大
連
携
も
有
効
な
一
手
と
な
り
得

る
。
近
畿
の
高
校
は
民
間
人
校
長
の
登

用
、
商
業
高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
強
化

な
ど
、
先
進
的
な
改
革
が
進
み
、
上
級

学
校
に
も
改
革
の
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。
高
大
で
連
携
し
て
若
い
世
代
を
育

て
る
と
い
う
観
点
で
教
育
・
施
設
等
の

リ
ソ
ー
ス
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
絶
え
ず

変
化
し
て
い
く
機
関
に
注
目
が
集
ま
る

だ
ろ
う
。（
大
阪
支
社
長・岩
井
有
香
里
）

　
２
０
２
３
年
度
入
試
で
は
、
国
公
立

大
学
と
一
部
の
私
立
理
工
系
大
学
・
学

部
を
除
き
、
志
願
者
数
が
減
少
し
た
大

学
が
多
い
。
エ
リ
ア
全
体
で
人
口
転
出

超
過
の
傾
向
に
あ
り
、
   ＊2
　広
島
県
は
２

年
連
続
で
全
国
最
多
、
岡
山
県
も
全
国

６
位
と
な
っ
て
い
る
。
広
島
市
や
香
川

県
高
松
市
は
支
店
経
済
都
市
だ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
き
っ
か
け
と
な
り
、

多
く
の
企
業
が
支
店
を
引
き
上
げ
た
結

果
、
本
社
勤
務
と
な
っ
た
社
員
が
家
族

ご
と
転
居
。
学
力
上
位
の
高
校
生
が
流

出
し
、
ト
ッ
プ
高
校
で
も
優
秀
な
生
徒

の
獲
得
に
苦
戦
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
地
元
就
職
を
希
望
す
る
生

プ
（
２
０
１
５
〜
２
０
２
０
年
）。
若

年
層
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
内
私
立

大
学
も
学
生
募
集
が
安
定
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
３
月
に
地
下
鉄
七
隈
線
が

延
伸
し
、
博
多
駅
に
直
結
し
た
た
め
、

今
後
、
路
線
沿
い
の
大
学
は
受
験
生
が

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
福
岡
県
以
外
の
県
に
は
、
地
元
国
公

立
大
学
不
合
格
者
の
受
け
皿
に
な
る
私

立
大
学
が
少
な
く
、
福
岡
県
へ
の
流
出

が
め
だ
っ
て
い
る
。
特
に
佐
賀
県
は
大

学
収
容
力
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、
受
験

生
の
多
く
が
福
岡
県
の
大
学
に
進
学
。

流
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
佐
賀
県
立

大
学
を
設
置
す
る
動
き
が
あ
る
。

　
福
岡
県
、
沖
縄
県
以
外
の
私
立
大
学

が
将
来
的
に
受
験
生
を
呼
び
込
む
に

は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
〝
と
が
っ

た
〞
教
育
が
必
要
だ
ろ
う
。
公
立
高
校

な
が
ら
韓
国
語
を
本
格
的
に
学
べ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
備
え
、
全
国
か
ら
入
学

者
を
集
め
て
い
る
長
崎
県
立
対
馬
高
校

の
取
り
組
み
な
ど
が
、
一
つ
の
参
考
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。（
九
州
支
社
長
・

横
山
宏
治
）

　【
図
表
４
】
を
見
る
と
、
全
国
で
最

も
大
学
進
学
率
が
高
く
、
他
県
か
ら
の

流
入
者
が
多
い
東
京
都
で
も
、
入
学
定

員
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
２
０
４
０
年

の
充
足
率
推
計
は
92
％
に
と
ど
ま
る
。

県
に
よ
っ
て
は
定
員
の
約
３
分
の
１
が

埋
ま
ら
な
い
状
況
も
予
測
さ
れ
て
い

る
。
国
公
立
大
学
か
ら
定
員
が
埋
ま
っ

て
い
く
と
す
る
と
、
私
立
大
学
の
充
足

状
況
は
よ
り
厳
し
く
な
る
は
ず
だ
。

　
従
来
の
学
生
募
集
で
は
、「
い
ず
れ

か
の
大
学
に
進
学
す
る
高
校
生
が
一
定

数
い
る
」
と
い
う
前
提
の
下
、
そ
の
中

で
自
学
志
望
者
を
１
人
で
も
増
や
そ
う

と
、
入
試
広
報
の
部
署
が
高
校
や
高
校

生
に
進
学
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。

　
人
口
減
時
代
の
学
生
募
集
は
、
大
学

進
学
者
を
増
や
す
こ
と
か
ら
考
え
始
め

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
学
生
や
卒
業

生
が
魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
未
来
を
提
示
し
、
大
学
に
進
学
す

る
価
値
を
高
校
生
や
保
護
者
、
社
会
に

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
大

学
に
は
、
自
治
体
や
企
業
と
協
力
し
な

が
ら
、
地
域
産
業
の
転
換
・
高
度
化
に

必
要
な
人
材
を
、
全
学
を
挙
げ
て
育
成

す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
単
な
る
広

報
戦
略
で
は
な
く
、
地
域
の
未
来
を
創

造
す
る
活
動
に
高
校
生
を
巻
き
込
ん
で

い
く
戦
略
が
不
可
欠
だ
【
図
表
５
】。

　
自
治
体
と
共
に
新
規
産
業
を
創
出

し
、
活
性
化
を
図
る
大
学
、
自
治
体
や

地
元
企
業
と
連
携
し
て
課
題
解
決
に
あ

た
る
大
学
も
現
れ
始
め
て
い
る
。
地
域

に
お
け
る
大
学
の
存
在
意
義
を
高
め
、

国
内
外
か
ら
学
生
が
集
ま
る
構
造
を
つ

く
り
た
い
。

九
州
・
沖
縄

18歳人口
高校等卒業者数
大学進学者数
大学進学率

短大進学率
専門学校進学率（現役）
大学数

 
入学定員

大学入学者数
県外から流入
県内から流出
流出入差（流入－流出）
自県進学率
18歳人口推計
大学進学者数推計
大学進学率推計
大学入学者数推計

入学定員充足率推計

香川県
9,310
8,593
4,840
52.0%

4.8%
15.8%

4

2,189

2,092
1,260
4,008

-2,748
17.2%
6,054
3,517
58.1%
1,702

77.7%
83.7%
81.4%
68.8%

1,037
73

591

1,239
90

860

13.5%
3.7%

34.7%

1
1
2

愛媛県
12,483
11,445
6,144
49.2%

4.5%
17.1%

5

3,860

3,875
1,840
4,109

-2,269
33.1%
7,871
4,389
55.8%
3,152

81.7%
83.6%
81.4%
80.0%

1,770
100

1,990

14.8%
4.2%

30.2%

1
1
3

1,479
81

1,592

高知県
6,184
5,891
2,845
46.0%

4.3%
16.1%

5

2,215

2,212
1,459
2,092
-633

26.5%
3,924
2,021
51.5%
1,800

81.2%
84.0%
85.7%
56.9%

903
737
159

1,075
860
280

9.9%
6.2%

29.8%

1
2
2

福岡県
46,524
41,516
22,333
48.0%

4.4%
16.1%

35

25,761

25,963
11,422
7,792
3,630
65.1%

38,596
18,989
49.2%

21,121

82.0%
83.4%
85.3%
81.4%

3,428
1,706

15,987

4,110
1,999

19,652

9.3%
3.0%

35.7%

3
4

28

佐賀県
8,412
7,697
3,455
41.1%

4.2%
16.5%

2

1,818

1,817
1,244
2,882

-1,638
16.6%
6,114
2,670
43.7%
1,478

81.3%
83.7%

－   
75.6%

1,070
0

408

1,278
0

540

12.3%
2.1%

26.7%

1
0
1

長崎県
12,691
11,857
5,434
42.8%

3.8%
15.5%

8

3,986

3,914
1,942
3,462

-1,520
36.3%
8,734
4,347
49.8%
3,184

79.9%
 82.1%

83.8%
75.8%

1,348
612

1,224

1,641
730

1,615

14.2%
5.3%

23.3%

1
1
6

熊本県
16,741
15,073
7,075
42.3%

3.2%
18.1%

9

5,712

5,643
2,357
3,789

-1,432
46.4%

12,888
5,566
43.2%
4,591

80.4%
83.3%
85.6%
78.3%

1,388
411

2,792

1,667
480

3,565

10.1%
3.4%

28.8%

1
1
7

大分県
10,244
9,745
4,091
39.9%

7.1%
20.1%

5

3,520

3,029
1,947
3,009

-1,062
26.4%
7,335
3,172
43.2%
2,464

70.0%
82.6%
82.4%
63.9%

883
66

1,515

1,070
80

2,370

13.5%
4.2%

22.3%

1
1
3

宮崎県
10,517
9,842
4,180
39.7%

4.7%
16.1%

7

2,335

2,174
1,096
3,102

-2,006
25.8%
7,589
3,129
41.2%
1,769

75.7%
83.6%
84.6%
64.9%

866
254
649

12.8%
4.2%

22.8%

1
2
4

1,035
300

1,000

鹿児島県
15,625
14,227
6,126
39.2%

7.2%
19.6%

6

3,683

3,652
1,601
4,075

-2,474
33.5%

11,545
4,808
41.6%
2,971

80.7%
83.2%

－   
77.5%

1,708
0

1,263

2,053
0

1,630

12.0%
2.4%

24.8%

2
0
4

沖縄県
16,363
14,424
7,002
42.8%

3.6%
24.0%

8

3,972

4,153
937

3,786
-2,849
45.9%

14,641
6,952
47.5%
3,379

85.1%
82.4%
84.4%
87.6%

1,275
540

1,564

1,547
640

1,785

9.6%
3.4%

29.8%

1
3
4

国
公
私

国
公
私

国
公
私

国
公
私

国
公
私

（国公私別）

（国公私別）

（国公私別）

（国公私別）※

（国公私別）※

2
0
2
1
年

2
0
4
0
年

従来型 人口減
時代

中
国
・
四
国

地
域
一
体
の
未
来
創
生
に

高
校
生
を
巻
き
込
む

＊2 総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告 2022年結果」
＊３ 総務省統計局「令和２年国勢調査」

【図表5】 人口減時代の学生募集５つのポイント


